





























































































































































































































2012 年 10 月 20 日に、清華大学で、大学独自の独立した研究センターとして、韓氏が設立趣意
書を起案された「清華大学マルクス主義文献研究センター」の開所式が挙行された。これにも
私は出席を要請されていたが、尚絅学院のシンポジウムと全く同一の理由で欠席せざるを得な
かった。日中間の交流は尖閣問題では大荒れだが、清華大学は、習近平氏の出身校でもあり、
当日は政府や中国共産党要人の出席も含め、開所式は大きな成功を収め、文男先生の遺文庫に
改めて大きな関心が向けられたという。
　韓氏や万氏をはじめ、清華大学の関係者諸氏から、私がこの文献センターの拡充に引き続き
協力をすることを要請されている。本誌の読者諸兄姉もまた、尚絅学院大学の「服部英太郎・
文男遺文庫」に関する研究成果の発信を、日本国内にとどめることなく、中国にも届け、日中
間の学術文化交流への貢献をお願いしたい。政治や外交レベルでは日中間には暗雲が漂い、対
話よりは対立が進行しようとしている時期であるだけに、それだけ余計に、数年、否、数十年
先を見据えた、学術的な交流の絆を深める必要があるように思われる。そのためにも、この
「二つの服部文庫」の開設が、一つの契機となることを念願してやまない。
